
歩きスマホ　狭まる視野に　広がる危険
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死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 8,416

前年比

+69

◆ 死者数の多い都道府県

順　位 区　分

　○全国の死者数　1,346人

　　　（前年比　－63人、－4.5％）

２ 東　 京 74 －　2

１ 神奈川 75 ＋15

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

7,061 +52

死   者   数 66(66) -15(-13)

発 生 件 数

－15

３ 大　 阪 68 ±　0

４ 千 葉 66

62 ＋　4

6 北海道 59 ＋　7

5 埼　 玉

7 愛　 知 58 －18

49 －128 兵　 庫

茨　 城 －　7

－　8福　 岡

9

9

46
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～ 見えないを　見えるに変える　反射材 ～～ 見えないを　見えるに変える　反射材 ～

令和7年 秋の全国交通安全運動令和7年 秋の全国交通安全運動

見えないを　見えるに変える　反射材

　７月１６日、野田市「ベルク尾崎店」において、警察・関係団体と買い物客にチラシや啓発物資を

配布して、交通事故の防止を呼びかけた。

【野田地域交通安全活動推進委員の活動報告】

７ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和７年７月末）

◆　死亡事故の特徴

１　事故類型別発生状況
○　　事故類型別では、車両相互が26件（39.4%）、車両対

歩行者が24件(36.4%)、車両単独が15件（22.7%）、列車

が1件（1.5%）であった。

　　　自転車関連事故の内訳は車両相互が10件、車両単独

が１件であった。

２　昼夜間別発生状況
○　　昼夜別では、昼間が27件（40.9%）、夜間が39件

（59.1%）であった。

○　　昼間の類型別では、車両相互が15件（55.6%）、車両

単独が8件（29.6%）、車対歩行者が3件（11.1%）、列車が

1件（3.7%）であった。また、夜間の類型別では、車両対

歩行者が21件（53.8%）、車両相互が11件(28.2%)、車両

単独が7件（17.9%）であった。

３　年齢層別死者数
○　　年齢層別では、高齢者が33人（50.0%）、50歳代が8人

（12.1%）、若者が7人（10.6%）、60～64歳が6人（9.1%）、

30歳代が5人（7.6%）、40歳代が4人（6.1%）、25歳～29歳

が3人（4.5%）であった。

４　状態別死者数
○　　状態別では、歩行中死者が25人（37.9%）、四輪乗車

中死者が18人(27.3%)、二輪乗車中死者が12人（18.2%）、

自転車乗車中死者が11人（16.7%）であった。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は7人

（38.9%）であった。

５　法令違反別発生状況
○　　違反別では、前方不注意が19件（28.8%）、運転操作

不適が18件（27.3%）、安全不確認が14件（21.2%）、信号

無視が２件（3.0%）、速度、歩行者妨害、酒酔い及び動

静不注視がそれぞれ1件（1.5%）、その他の違反が9件

（13.6%）であった。

６　時間別死亡事故発生状況

期　　間

運動重点

スローガン

令和7年９月２１日（日）から９月３０日（火）まで

１　歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進
２　ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用促進
３　自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進

※ 交通事故死ゼロを目指す日　９月３０日（火）

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 令和７年９月 （4）令和７年９月（1）
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反射材　わたしとかがやく　夜の道

◆夏の交通安全運動キャンペーン ◆飲酒運転根絶キャンペーン

　７月１０日、ベイシア鴨川店前におい

て、警察・関係団体と来店客にチラシや

啓発物資を配布して、交通事故防止を呼

かけた。

　７月２６日、館山市「夕日海岸ホテル」

前において、警察・関係団体と通行車両

にチラシや啓発物資を配布して、交通事

故防止を呼びかけた。

館

　山

鴨

　川

令和７年度　地域交通安全活動推進委員研修会日程

千葉運転免許センター
（二輪棟第一学科試験室）

千葉市美浜区浜田２－１
TEL　04３-２７１-８４８１（交通安全協会）

木更津市民会館（中ホール）

木更津市貝渕2-１３－４０
TEL　04３８-２２-４１８４

アミュゼ柏（プラザ）

柏市柏6-2-22
TEL　04-7164-4552

佐倉中央公民館（大ホール）

佐倉市鏑木町198-3
TEL　04３-４８５-１８０１

千葉運転免許センター
（二輪棟第一学科試験室）

千葉市美浜区浜田２－１
TEL　04３-２７１-８４８１（交通安全協会）

海上公民館（ホール）

旭市高生１番地
TEL　０４７９-55-2566

茂原市役所（１階 市民室）

茂原市道表１番地
TEL　04７５-２０-１５２０（市役所管財課）
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日　　　時

3

香取・銚子・旭・匝瑳・山武

佐倉・四街道・成田
空港・印西

１１月１８日(火)

１４：００～１６：００

船橋・船橋東
鎌ケ谷・市川・行徳・浦安

１1月２０日(木)

１４：００～１６：００
6

会　　　　　　場 対　　象　　者

１０月７日(火)

１４：００～１６：００

千葉中央・千葉東・千葉西
千葉南・千葉北・習志野・八千代

　※体調の悪い方は、出席を控えられますよう、お願い申し上げます。

１０月１６日(木)

１４：００～１６：００

木更津・君津・富津
館山・鴨川

１０月２９日(水)

１４：００～１６：００

１１月１７日(月)

１４：００～１６：００

7
１２月２日(火)

１４：００～１６：００
東金・茂原・いすみ・勝浦・市原

2

柏・松戸・松戸東
野田・流山・我孫子

◆交通安全教室の実施 ◆自転車用ヘルメット着用啓発活動

ヘルメット　かぶるあなたは　かっこいい

　７月１５日、流山市「けやきの森保育園」

において、警察・関係団体と講堂に模擬道

路を設置して、正しい道路の横断方法を指

導した。

　７月１５日、イオンタウン東習志野店に、

おいて、警察・関係団体と来店した自転車

利用者にヘルメット着用及び自転車の安全

利用を呼びかけた

◆夏の交通安全運動キャンペーン ◆夏の交通安全運動キャンペーン

　７月１０日、イオンタウン旭みらい広場

において、警察・関係団体と来場者にチラ

シや啓発物資を配布して、反射材の着用と

交通事故の防止を呼びかけた。

　７月１５日、香取市内複合施設「コンパ

ス」において、警察・関係団体と来場者に

チラシや啓発物資を配布して、反射材の着

用と交通事故の防止を呼びかけた。

◆自転車交通安全教室の実施 ◆高齢者交通安全教室の実施

　７月１１日、木更津市立富来田小学校に

おいて、警察・関係団体と体育館に模擬道

路を設置して、正しい自転車の乗り方と交

通事故の防止を呼びかけた。

　７月３日、市原市惣社公民館において、

警察・関係団体と集まった高齢者に自転車

用ヘルメットの着用と自転車保険の加入を

呼びかけた。
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推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば （2）（3） 令和７年９月令和７年９月
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死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。
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